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名詞fa90n,maniareと抽象性
谷口 千賀子
0。 は じめに
フランス語では一般 に,形容詞や動詞,副詞か ら派生 した名詞 は nOm
abstrait(以下NA)であるとされている。
1) blanc‐blancheur
retourner‐r tour
vite‐vitesse
本稿で考察の対象とする名詞fa90n,maniёreも,
2)faconner‐facon
manlerer‐manlere
と,対応する動詞形を持つが,辞書などの記述によると,blancheurやr tour
などの場合と違って,fa90n,maniёreにおいてはまずこれらの名詞が存在し,
動詞形 fa90nner,mani6rerは名詞から派生しているω。このことから派生の
過程を理由としてfa90n,maniёreがNAであると定義づけることは難しい。
しかし直感的に,これらの名詞は,chienやtableなどの名詞と対比させるま
でもなく,意味的に抽象度の高い名詞であり,NAに属するはずのものである
と考えられよう。
この2つの名詞は,Flaux et Van de Velde(2000)でも示されているように,
卸
“
,θ″ご
“
,Sα
"な
どに代表されるnoms m6talinguisitiquesとして扱わ
れ,最近ではLabrecque et Dostie(1996)やL6ard(1 98)などの研究が見ら
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れる。いずれもfa9on,maniёreの統辞的特性を示すのみで,この2つの名詞
がいったい何を指示対象としているかについての分析はなされていない。
ある名詞が使用されるときには,必ず何らかの指示対象が存在するはずであ
る。NAであろうfa9onとmaniёreが何を指示対象とし,いかなる根拠でNA
であると判断されるのであろうか。本稿ではまずNAに関するこれまでの研究
を概観し (1章),先行研究におけるNAの定義をfa9on,maniёreに適用しつ
つ,この2つの名詞の抽象性の根拠を探る (2章).
1.nonl abstraitとは
1‐ 1。 抽象性は何によつて現れるか
nom abstrait(NA)とはいつたいどのようなものなのであろうか.Wilmet
(1996)は先行研究のなかで示されてきた,NAであるかどうかを判断する7つ
の定義をあげている。)。 しかしそれぞれに観点が異なるため,一つの名詞があ
る定義ではNAとして分類されても,別の定義によればNAではないと判断さ
れる可能性もある。)。 Galmiche et Kleiber(1996)も述べているように,NA
とは名詞自体がNAとして存在 しているのではなく,その指示対象が抽象的な
もの (事)であるということである (p.24)。言い換えれば,現実の世界におい
て名詞 Nの指示対象の実体を捉えることが難 しいような場合,その名詞Nは
NAであると言えるであろう。したがつて,たとえば次のような場合 ,
3a)Le bateau dontj'ai rev6 cette nuit
3b)Le bateau que jiai achet6 hier (Galmiche et Kleiber(1996),p.25)
3a)での あ′
"′"は
現実の世界に存在しているのではなく,想像の世界に存在
しているものであることからNAと言え,3b)での b′
"′
υはnom concret(以
下NC)であると言える.しかし想像上のものではあつても名詞ba"a口の指示
対象 (水上の乗り物)は現実のものとかわりないことから,これもまたやはり
NCである。
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3a)での b′たa′がより抽象的であるという印象を与えるのは,名詞 腸
"′
ロ
自体の性質によるのではなく,名詞がどのような要素とともに用いられている
か (上の例では 凌
“
ιブレゴガだ
“
ι
"″
ロゴの によるのである (p.25).
1‐2.総称名詞と抽象性
Galmiche et Kleiber(1996)は総称的に用いられる名詞にも言及している。
Wilmet(1996)も指摘しているように,これまでの研究のなかでは,総称名詞
は抽象的であると言われてきていた.総称名詞は時空間から切 り離されたnOn
contingent,non factuelな指示対象を持つからである。
4a)La passion de Pierre se lisait sur son visage.
4b)La passion est mauvaise conseillёre。(お温 ,ヽp。27)
′assI(盟が総称的に用いられている 4b)は4a)と比べると抽象的であると言
える。しかしこの場合にも,抽象的であるかどうかは名詞本来の性質によるも
のではなく,名詞 Nの提示の仕方によるものでしかない (pp。25‐27)。4a)の
場合も4b)の場合も,′asslianの指示対象の抽象性にかわりはないのである.
1‐3。 上位概念 0下位概念と抽象度
あるカテゴリーを示す名詞については,上位概念を表す名詞ほど抽象度が高
いとみなされる.
5)animal>chien>teckel
これは上位概念を表す名詞ほど,その概念を包括するような指示対象を特定す
ることが難しいからである.あるカテゴリーの名称であるこれらの名詞は,指
示対象であるなんらかの実体を想起させると言 うよりは,ある特性を持つ個体
の集合に名前付けを行つているだけであり,その点でいずれの名詞も抽象的で
あると言える。しかし′″加 ノ =励滋 ′励′ぁ J申力′″あ α
“
′口と,そのカ
テゴリーに含まれる実体を列挙することができると言う点においてはNCであ
る.
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Galmiche et Kleiber(1996)も指摘しているように,a″J″′ノがあ」ila″と比
べてより抽象的である,“れ は"劇 と比
べてより抽象的であるというのは,
この3者を比較することから生まれ,比較することで抽象度の度合いを認識す
るだけなのである (p.32).
1‐4.nom abstraitとmat6rie1/immat6riel
Galmiche et Kleiber(1996)ではmat6rielなものをNC,immat6rielなもの
をNAと定義付けている(pp.36‐7).mat6rielなものとはなんらかのmatiёre
を想定できるものである。したがつて形体
“
)をもち,五感で知覚でき,時間的・
空間的に位置づけることのできるものである。
1‐5。 nom abstrait とaccessible aux sens/inaccessible aux sens
accessible aux sens/inaccessible aux sens という定義はNC/NAを分け
る基準としてしばしば用いられているが,何をもつて accessibleノinaccessible
と判断できるのかははつきり示されていない。Galmiche et Kleiber(1996)の
記述から推測するに,accessible aux sensとは五感で知覚できるということで
あると考えることができよう.
(.)¨un r6彙:rent non lnat6riel peut etre accessible aux sens.Je puis voir
la couleur de telle chose ou telle ou telle action,je puis v6rifier par le
toucher la duret6 de telle planche de bois,je puis entendre tel bruit,
sentir telle odeur,etc。(Galmiche et Kleiber(1996),p.37)
したがってnOm mat6riel(=NC)はすべてaccessible aux sensに分類され ,
nom immat6riel(=NA)においてはaccessible aux sensとinacc s ible aux
sensに分類される。
以下の例におけるnom immat6riel accessible aux sens(odeur,bruit)の特
徴は,それがr6“rent concret mat6riel(ragoit,moteur)の支えを必要とし,
その r6“rent concret mat6rielが意味の及ぶ範囲 とな り,直接 r6“rent
名詞 fa90n,maniёreと抽象性 69
concret mat6rielの特性,状態・状況に言及することである (お通 ,ヽp.37).
6) une odeur de ragott de veauノun bruit d  moteur
これに対してnOm immat6rielinaccessible aux sens(以下の例ではp ssion,
courage)も同様に意味の及ぶ場となる支え (Pierre)を必要とするが,その支
えとなるr6“rentの特性,状態・状況に直接言及するのではなく,支えとなる
r6%rentによつて引き出されたなんらかの状況 (行動や表情など)に対する特
性,状態・状況の付与を行い,支えとなるr6“rentとは間接的にしかつながっ
ていないと言える (ゴ♭ご。,p.38).
7) la passion de Pierre/1e courage de Pierre
2。 facon/maniёreへの適用
先行研究におけるNAの概念を fa90n,maniёreに当てはめることにより,
この2つの名詞がどのような性質を持ち,何によつてその抽象度が判断される
名詞なのかを検討することにしよう.
2‐1。 mat6rielノmmat6riel
上でも見たように,matiёreを想起させるものを NC,想起させないものを
NAと仮定すれば,fa9on,maniёreは五感で知覚できず ,
8)士voirノ士entendreノ士s nti静/士goaterノ士toucher une fa9on/une lnaniёre
時・空間上に位置づけることもできない,
9)士Il y a une fa9on/une lnaniёre sur a table.
ということから,この2つの名詞はnOm immat6riel(=NA)であるとみなす
ことができる。
2‐2。 統:語L(D制″Jとaccessible aux sens/inaccessible aux sens
fa90n,maniareは単独で使用することが難 しく,形容詞や動詞といつた補
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語を要求するも)。
lo)士Vous faites une fa9on/une maniёreC).
11)Je lui ai trouv6 une fa9on bizarre.
12)La fa9on rapide de r6pondre de Pierre est surprenante.
L6ard(1998)によれば,fa9on,maniёreは副詞によつて示される概念を名
詞化する場合の構成素 として用いられ るとい う (p.239)。副詞は 2つの
argumenびつを要求する要素であり,fa9on,maniёreを用いて名詞化する場合
にもこれらのargumentは引き継がれる。
13)Pierre r6pond rapidement.
→ ]La facon rapide de r6pondre de Pierre.
名詞化することで,副詞によつて示される概念が文の主語や補語の位置を占め
ることを可能にするのである。
14)Luc a agi habilement.
→ La fa9on habile d'agir de Luc a surpris.
J'appr6cie la fa9on habile diagir de Luc.
しかし,上で見た rttiaeコθ″ιゃ ヵa♭ルコθ
“
ιは独 自に対応する名詞 ,
″ に 力′♭んι乙 を持つており,fa9onやmaniёreの助けを借りなくとも
名詞として機能することは十分に可能である。
15)La rapidit6 de Pierre a r6pOndre
L.habilet6 de Lucうagir
また,13),14)は,rapide,力abJ」θという形容詞がなくても十分に容認可能
である.
16a)La fa9on de rёpon re de Pierre
16b)La facon d.agir de Luc
このことから,fa9on,maniёre力｀単に副詞の名詞化のために用いられてい
るだけの要素ではなく,それぞれが独自の指示対象を持つことは明らかである.
2‐1.で見たように,fa9on,maniёreは om immat6rielであり,これらの
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意味の及ぶ範囲となる支えはそれらの argument,つまり行為と行為主体によ
って表 され る事行全体 とみなす ことができよ う。上の例では [Pierre,
r6pondre],[Luc,agir]であるが これらはmat6rielな支えであるとは言え
ず,[Pierre,r6pondre],[Luc,agir]という事行から引き出された「何か」
がfa9on, maniereとJ夕ヵをさオЪ, rap」Jθ Jむ力abileはそのfacon, maniёreに属
性付与を行つていると解釈することができる.これは次のようにパラフレーズ
できることからもわかる.
17)La facon de r6pondre de Pierre est rapide。
18)La fa9on d'agir de Luc est habile.
したがつてfa90n,maniёreはnom immat6riel inaccessile aux sensである
と判断することができる。
2‐3.上位概念としてのfa9on,maniёre
fa9on,maniёreは文の主語や補語などとして機能するだけではなく,前置
詞を伴って副詞的に機能することもある.
19)Pierre marche dlune fa9on/une maniёre rapide.
20)Jean dessine dtune fa9on/une lnaniёre habile.
Baribar‐M abti(1980)ではfa9on,maniёreをop6rateurs宙desであると
し,Pas,7alx9 Drei■■e,コ′力 などnOn宙deである名詞に置き換えることがで
きるとしている (p.8).
21)Pierre lnarche diun pas rapide。
22)Jean dessine dlune lnain habile。
ただし,すべての名詞が置き換え可能なわけではなく,partie du corps,
comportement humain/gesteノatt tude,instrumentノoutilを表す語に限ら
れるようである (pp。12‐16)。これらの名詞は事行Pの意味と密接な関係がある
ために,事行Pとの共起に制限があり,また形容詞との共起関係にも制限が見
られる (p.3,11).
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23)Pierre lnarche/士parle d'un pas rapide。
24)Jean 6coute d.une oreille attentive/士so gn use.
これらの置き換えられた名詞は,Baribar‐Mrabti(1980)によれば,pleinで
ありconcretなものである。)。
Baribar‐M abti(1980)の考察を逆に解釈するならば,fa9on,maniさreはあ
らゆる場合において,これらの名詞と置き換えることができると言えるだろう。
25)Jean marche un pas rapide→dlune fa9onノune maniёre rapide
26)Jean parle d'une voix lente → d:une fa9on/une maniёre l nte
27)Jean 6coute d.une oreille attentive → d9une f 9on/une maniёre
attentive
28)」ean dessine dlune lnainノu  crayo  habile → d・une facon/une
maniёre habile
29)Jean regarde d'un ooil distrait → dtune fa9on/ une maniёre
distraite
つまり,facon,maniёreはある事行 Pが展開する際に状況に応じて認識され
るpartie du corps, comportement humain/geste r attitude, instrumentノ
outilのすべてを想起させる語ということになり,これら個々の名詞の上位概
念を示すものとしての役割を担つているとみなすことができる。
1‐3.では,カテゴリーの名称を表す名詞の中で,上位概念を表すものほど抽
象的だとみなされるということを見た。fa9on,maniёreはもちろんなんらか
のカテゴリー 名を表す名詞ではないが,a″力η/があ」θ″,“′ι,αゅ力′″ι,
滅
“
′υなどを含むように,事行 Pの展開に伴い認知されうる要素をすべて含
んでいるという点において上位概念を表す名詞と言えるだろう。このために
facon,maniёreは具体的な指示対象を持たず,inaccessible aux sensという
ことになり,抽象的であると判断されるのである。
ところで, z:′
“
hαご′口″ρas晨写ガJθ= ″archθrご勧T FaFθ″ノロ″θ zla正こre
rapiaeでぁるならば,話者は′′sの存在を認識しつつも,事行Pの展開のあ
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りさまをfa90n,maniёreを用いて表現しようとしていることになる.ρ′sに
着 日していることをはつきりと聞き手に伝えようとするならば ご竹″ρas
″ρ」ル を用いるのが自然であろう。上位概念であり op6rateur videである
fa90nやmaniёreを用いた ご′″で力9θ″/口″θ″′″ガ
“
rapガθでは,着目点が
はつきり示されず,聞き手は動詞 marcherの意味と形容詞 rapideの意味か
ら事行の展開のありさまを想像するしかない。ご′υ″θ Fagθ″/口″θ
“
′″ガ
“
″ρ」あ は話者が ρasの存在を認識 しつつも聞き手にその存在をはつきりと
提示せずに伝えようとする手段なのである。つまり,その指示対象はひとつひ
とつが認知できるもの (=NC)であるのに,それを聞き手に伝える際に,上
位概念であるfa9on,maniёreを用いて,指示対象の認知を聞き手の判断にゆ
だねようとするのである。
3。 まとめ
ある名詞をnOm abstraitとみなすかどうかは,指示対象が何であるかによっ
て決まる。したがつて,総称名詞の場合やカテゴリー名を表す名詞の抽象性は
あくまでも名詞の提示のされ方によるものであり,名詞自体が抽象的かどうか
を問題にしているのではない。
名詞の抽象性を判断する定義にはさまざまな観点からのものがあるが,名詞
の指示対象の観点から見ると,そこになんらかの matiёreの存在が認められる
か,五感で認知できるものであるかという基準によつてその名詞の抽象度が判
断され うる.
fa9on,maniёreはmmat6riel,inaccessible aux sensという点からnom
abstraitとみなすことができるが,この2つの名詞はある事行が展開する際に
認められるあらゆる要素 (partie du corps,comportement humain/geste/
attitude,instrumentノoutil)を包括する上位概念である。発話の場において,
fa9on,maniёreの指示対象は,実は話者にははつきりと認知されている。に
74 名詞 fa90n,maniёreと抽象性
もかかわらず,それを聞き手に伝える過程で指示対象を具体的に示すことをせ
ず,聞き手の判断にゆだねようとすることからこれらの名詞の抽象性が現れる
のである。
注
1.Dictionnaire Ёtym。1。gique de la langue francaise,5e6d。(1968),Grand Larousse
de la langue fran9aise(1976)参照.
2.d6flnition ρsychologiqνθ ou ρhysiologiq口θ(abstrait=extrait),d6inition θ″ιolσ
『
σ口θ(abstrait=immat6五el),d6inition dJisθ“
rs」i“(abstrait=g6n6raD,d6inition
″θ″広′ルS″θ (abstrait = conceptuel), d6finition わ′′′力sθθ (abstra t = abscons),
d6flnition sθ」口′燿百g口 (abstrait=r6duit ou subduit), d6丘nition 2o甲力θJわ″ g口θ
(abstrait=d6五v6)。(Wilmet(1996),pp.67‐70)
3。 たとえば上で見た fa90nやmaniёreはd6inition ontologiqueの観点からは im‐
mat6五elであるために nom abstraitとみなす こ ができるが,d6inition
mOrphologiqueの観点からは動詞や形容詞などからの派生語ではないために nom
abstraitではないということになる。
4.個々の指示対象が独自の形体を持つ必要はなく,外的に付与される形体でもよい。
たとえばun verre dieau,un tas de sableなど (aF Klei er(1996),pp.35‐36)。
5。 辞書やLabrecque et Dostie(1996)などではune fa9on/une maniare+Nの組み
合わせも示されているが,これは古い用法であり,現代では用いられない。
Il est une fa9on/une lnaniёre de muslclen.
6.ただしVous faites des fa9ons(maniёres)は可.
7.副詞の場合には行為と行為主体を指すと考えられる (〆L6ard(1998,2000))。
8.Baribar‐Mrabti(1980)では plein,concretの定義がなされていないが,nOms
mat6五el accessibles aux sensであるものと考えることができる。
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